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(57)【要約】
【課題】　製造コストの低減及び小型化を図った上で突
入電流の発生を防止する。
【解決手段】　中心端子と中心端子の外周側に配置され
た接地端子とを有する接続プラグが接続されると共に内
部にコンデンサーが配置された電子機器に設けられ、絶
縁性材料によって形成され接続プラグが挿入される挿入
用開口が形成されたハウジングと、中心端子が接続され
ると共にコンデンサーに接続された中心電極と、中心電
極の外周側に配置され接地端子が接続されると共にコン
デンサーに接続された第１の接地電極と、中心電極の外
周側に配置され接地端子が接続されると共に突入電流を
制限する抵抗に直列に接続され抵抗を経由してコンデン
サーに接続された第２の接地電極とを備え、接続プラグ
の接続時に接地端子の第１の接地電極への接続前に接地
端子の第２の接地電極への接続が行われる位置に第１の
接地電極と第２の接地電極を配置した。
【選択図】　　　　図３



(2) JP 2013-45527 A 2013.3.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
中心端子と前記中心端子の外周側に配置された接地端子とを有する接続プラグが接続され
ると共に内部にコンデンサーが配置された電子機器に設けられ、
　絶縁性材料によって形成され前記接続プラグが挿入される挿入用開口が形成されたハウ
ジングと、
　前記中心端子が接続されると共に前記コンデンサーに接続された中心電極と、
　前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に前記コンデンサーに
接続された第１の接地電極と、
　前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に突入電流を制限する
抵抗に直列に接続され前記抵抗を経由して前記コンデンサーに接続された第２の接地電極
とを備え、
　前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第１の接地電極への接続前に前記接地端
子の前記第２の接地電極への接続が行われる位置に前記第１の接地電極と前記第２の接地
電極が配置された
　接続ジャック。
【請求項２】
前記中心端子が前記中心電極に接続され前記接地端子が前記第１の接地電極に接続されて
いない状態において前記第２の接地電極に接続されたときの前記抵抗における発熱を抑制
して前記抵抗を保護する保護素子が配置された
　請求項１に記載の接続ジャック。
【請求項３】
前記第１の接地電極と前記第２の接地電極がそれぞれ弾性変形可能とされ、
　前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が前記接地端子に対して弾性により押し付け
られた状態で接続されるようにした
　請求項１に記載の接続ジャック。
【請求項４】
前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が前記中心電極を挟んで１８０°反対側に配置
された
　請求項１に記載の接続ジャック。
【請求項５】
前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第２の接地電極への接続前に前記中心端子
の前記中心電極への接続が行われる位置に前記第２の接地電極と前記中心電極が配置され
た
　請求項１に記載の接続ジャック。
【請求項６】
内部にコンデンサー及び電子回路が配置された筐体と、
　中心端子と前記中心端子の外周側に配置された接地端子とを有する接続プラグが接続さ
れる接続ジャックとを備え、
　前記接続ジャックが、
　絶縁性材料によって形成され前記接続プラグが挿入される挿入孔が形成されたハウジン
グと、
　前記中心端子が接続されると共に前記コンデンサーに接続された中心電極と、
　前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に前記コンデンサーに
接続された第１の接地電極と、
　前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に突入電流を制限する
抵抗に直列に接続され前記抵抗を経由して前記コンデンサーに接続された第２の接地電極
とを備え、
　前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第１の接地電極への接続前に前記接地端
子の前記第２の接地電極への接続が行われる位置に前記第１の接地電極と前記第２の接地
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電極が配置された
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は接続ジャック及び電子機器についての技術分野に関する。詳しくは、突入電流
を制限する抵抗に直列に接続された接地電極を設け、製造コストの低減等を図った上で接
続プラグが接続されたときの突入電流の発生を防止する技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像や音声の記録や再生を行う記録再生装置、音声の出力等を行う音響装置、画像や映
像の撮影等を行う撮像装置、各種の通信を行うネットワーク通信装置、パーソナルコンピ
ューターやＰＤＡ（Personal Digital Assistant）等の情報処理装置等の各種の電子機器
には、接続プラグ（ＤＣプラグ）が接続される接続ジャック（ＤＣジャック）が設けられ
ているものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　接続ジャックは中心電極と中心電極の外周側に配置された接地電極とを有し、これらの
各電極が電子機器の内部に配置されたコンデンサー及び電子回路に接続されている。
【０００４】
　一方、接続プラグは電源プラグに接続されたＡＣアダプターに接続されており、電源プ
ラグが商用電源に接続されることによりＡＣアダプターによって変換された直流電流が接
続プラグに供給される。接続プラグには接続ジャックの中心電極に接続される中心端子と
中心端子の外周側に配置され接続ジャックの接地電極に接続される接地端子とが設けられ
ている。
【０００５】
　接続プラグが接続ジャックに接続されると、接続プラグから直流電流がコンデンサーに
供給されて充電が行われ、定格電流によって電子回路の各部が駆動される。
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２７８１１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上記のような接続ジャックを有する電子機器において、予め電源プラグが商
用電源に接続された状態であると、直流電流が接続プラグに供給されている。この状態で
接続プラグが接続ジャックに接続されると、電子機器の駆動時の電流より電流値が遙かに
大きい電流が突入電流（ラッシュ電流）として接続ジャックからコンデンサーへ向けて流
れてしまう。
【０００８】
　このような突入電流が流れてしまうと、接続ジャックにおいてスパークが生じ接点がス
パークによって溶融してしまい、接触抵抗の増加等の性能の劣化が生じ、電子機器の駆動
時に焼損等の不具合を生じるおそれがある。
【０００９】
　また、スパークが生じたときのスパーク音により、使用者に不安感や恐怖感を与えてし
まうおそれもある。
【００１０】
　そこで、従来の電子機器には、突入電流の発生を防止する突入電流制限回路が接続ジャ
ックとコンデンサーの間に設けられたものがある。突入電流制限回路には複数の抵抗と電
圧が上昇したときに抵抗をバイパスするためのＦＥＴ（Field Effect Transistor）スイ
ッチが設けられており、接続プラグの接続ジャックへの接続直後には抵抗によって電流を
制限し電圧が上昇したときにＦＥＴスイッチにより抵抗をバイパスすることにより、突入
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電流の発生を防止している。
【００１１】
　ところが、上記のような突入電流制限回路が配置された従来の電子機器にあっては、突
入電流制限回路に複数の抵抗の他にＦＥＴスイッチを設ける必要があるため、その分、部
品点数の増加により製造コストが高いと言う問題がある。
【００１２】
　また、突入電流制限回路が電子機器の内部に配置される回路基板の大きな面積を占有し
てしまい、その分、電子機器が大型になってしまうと言う問題もある。
【００１３】
　そこで、本技術接続ジャック及び電子機器は、上記した問題点を克服し、製造コストの
低減及び小型化を図った上で突入電流の発生を防止することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　第１に、接続ジャックは、上記した課題を解決するために、中心端子と前記中心端子の
外周側に配置された接地端子とを有する接続プラグが接続されると共に内部にコンデンサ
ーが配置された電子機器に設けられ、絶縁性材料によって形成され前記接続プラグが挿入
される挿入用開口が形成されたハウジングと、前記中心端子が接続されると共に前記コン
デンサーに接続された中心電極と、前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続
されると共に前記コンデンサーに接続された第１の接地電極と、前記中心電極の外周側に
配置され前記接地端子が接続されると共に突入電流を制限する抵抗に直列に接続され前記
抵抗を経由して前記コンデンサーに接続された第２の接地電極とを備え、前記接続プラグ
の接続時に前記接地端子の前記第１の接地電極への接続前に前記接地端子の前記第２の接
地電極への接続が行われる位置に前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が配置された
ものである。
【００１５】
　従って、接続ジャックにあっては、接地端子が第２の接地電極に接続され抵抗を介して
コンデンサーに電流が供給された後に接地端子が第１の接地電極に接続され抵抗がバイパ
スされてコンデンサーに電流が供給される。
【００１６】
　第２に、上記した接続ジャックにおいては、前記中心端子が前記中心電極に接続され前
記接地端子が前記第１の接地電極に接続されていない状態において前記第２の接地電極に
接続されたときの前記抵抗における発熱を抑制して前記抵抗を保護する保護素子が配置さ
れることが望ましい。
【００１７】
　中心端子が中心電極に接続され接地端子が第１の接地電極に接続されていない状態にお
いて第２の接地電極に接続されたときの抵抗における発熱を抑制して抵抗を保護する保護
素子が配置されることにより、保護素子によって抵抗に対する電流の供給が遮断されて抵
抗における過度の発熱が防止される。
【００１８】
　第３に、上記した接続ジャックにおいては、前記第１の接地電極と前記第２の接地電極
がそれぞれ弾性変形可能とされ、前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が前記接地端
子に対して弾性により押し付けられた状態で接続されるようにすることが望ましい。
【００１９】
　第１の接地電極と第２の接地電極がそれぞれ弾性変形可能とされ、第１の接地電極と第
２の接地電極が接地端子に対して弾性により押し付けられた状態で接続されるようにする
ことにより、接地端子の変位に対して第１の接地電極と第２の接地電極が追従される。
【００２０】
　第４に、上記した接続ジャックにおいては、前記第１の接地電極と前記第２の接地電極
が前記中心電極を挟んで１８０°反対側に配置されることが望ましい。
【００２１】
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　第１の接地電極と第２の接地電極が中心電極を挟んで１８０°反対側に配置されること
により、接地端子にその中心を挟んだ反対側から第１の接地電極と第２の接地電極が接続
される。
【００２２】
　第５に、上記した接続ジャックにおいては、前記接続プラグの接続時に前記接地端子の
前記第２の接地電極への接続前に前記中心端子の前記中心電極への接続が行われる位置に
前記第２の接地電極と前記中心電極が配置されることが望ましい。
【００２３】
　接続プラグの接続時に接地端子の第２の接地電極への接続前に中心端子の中心電極への
接続が行われる位置に第２の接地電極と中心電極が配置されることにより、接地端子が第
１の接地電極及び第２の接地電極に接続されるときに接地端子の中心軸が中心電極の中心
軸に対して半径方向へ位置ずれしない。
【００２４】
　電子機器は、上記した課題を解決するために、内部にコンデンサー及び電子回路が配置
された筐体と、中心端子と前記中心端子の外周側に配置された接地端子とを有する接続プ
ラグが接続される接続ジャックとを備え、前記接続ジャックが、絶縁性材料によって形成
され前記接続プラグが挿入される挿入孔が形成されたハウジングと、前記中心端子が接続
されると共に前記コンデンサーに接続された中心電極と、前記中心電極の外周側に配置さ
れ前記接地端子が接続されると共に前記コンデンサーに接続された第１の接地電極と、前
記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に突入電流を制限する抵抗
に直列に接続され前記抵抗を経由して前記コンデンサーに接続された第２の接地電極とを
備え、前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第１の接地電極への接続前に前記接
地端子の前記第２の接地電極への接続が行われる位置に前記第１の接地電極と前記第２の
接地電極が配置されたものである。
【００２５】
　従って、電子機器にあっては、接地端子が第２の接地電極に接続され抵抗を介してコン
デンサーに電流が供給された後に接地端子が第１の接地電極に接続され抵抗がバイパスさ
れてコンデンサーに電流が供給される。
【発明の効果】
【００２６】
　本技術接続ジャックは、中心端子と前記中心端子の外周側に配置された接地端子とを有
する接続プラグが接続されると共に内部にコンデンサーが配置された電子機器に設けられ
、絶縁性材料によって形成され前記接続プラグが挿入される挿入用開口が形成されたハウ
ジングと、前記中心端子が接続されると共に前記コンデンサーに接続された中心電極と、
前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に前記コンデンサーに接
続された第１の接地電極と、前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続される
と共に突入電流を制限する抵抗に直列に接続され前記抵抗を経由して前記コンデンサーに
接続された第２の接地電極とを備え、前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第１
の接地電極への接続前に前記接地端子の前記第２の接地電極への接続が行われる位置に前
記第１の接地電極と前記第２の接地電極が配置されている。
【００２７】
　従って、抵抗の他にスイッチを有するような部品点数が多く製造コストの高い突入電流
制限回路を設ける必要がなく、製造コストの低減及び小型化を図った上で突入電流の発生
を防止することができる。
【００２８】
　請求項２に記載した技術にあっては、前記中心端子が前記中心電極に接続され前記接地
端子が前記第１の接地電極に接続されていない状態において前記第２の接地電極に接続さ
れたときの前記抵抗における発熱を抑制して前記抵抗を保護する保護素子が配置されてい
る。
【００２９】
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　従って、大きな発熱量に耐え得る大きな抵抗を用いる必要がなく、小さな発熱量に耐え
得ることが可能な抵抗を用いればよく、製造コストの低減を図ることができる。
【００３０】
　請求項３に記載した技術にあっては、前記第１の接地電極と前記第２の接地電極がそれ
ぞれ弾性変形可能とされ、前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が前記接地端子に対
して弾性により押し付けられた状態で接続されるようにしている。
【００３１】
　従って、接地端子の第１の接地電極及び第２の接地電極に対する良好な接続状態を確保
することができる。
【００３２】
　請求項４に記載した技術にあっては、前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が前記
中心電極を挟んで１８０°反対側に配置されている。
【００３３】
　従って、接地端子にその中心を挟んだ反対側から第１の接地電極と第２の接地電極が接
続され、接続プラグの接続ジャックに対する接続状態の安定化を図ることができる。
【００３４】
　請求項５に記載した技術にあっては、前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第
２の接地電極への接続前に前記中心端子の前記中心電極への接続が行われる位置に前記第
２の接地電極と前記中心電極が配置されている。
【００３５】
　従って、接地端子が第１の接地電極及び第２の接地電極に接続されるときに接地端子の
中心軸が中心電極の中心軸に対して半径方向へ位置ずれすることがなく、接地端子の第１
の接地電極及び第２の接地電極に対する接続を確実に行うことができる。
【００３６】
　本技術電子機器は、内部にコンデンサー及び電子回路が配置された筐体と、中心端子と
前記中心端子の外周側に配置された接地端子とを有する接続プラグが接続される接続ジャ
ックとを備え、前記接続ジャックが、絶縁性材料によって形成され前記接続プラグが挿入
される挿入孔が形成されたハウジングと、前記中心端子が接続されると共に前記コンデン
サーに接続された中心電極と、前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続され
ると共に前記コンデンサーに接続された第１の接地電極と、前記中心電極の外周側に配置
され前記接地端子が接続されると共に突入電流を制限する抵抗に直列に接続され前記抵抗
を経由して前記コンデンサーに接続された第２の接地電極とを備え、前記接続プラグの接
続時に前記接地端子の前記第１の接地電極への接続前に前記接地端子の前記第２の接地電
極への接続が行われる位置に前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が配置されている
。
【００３７】
　従って、抵抗の他にスイッチを有するような部品点数が多く製造コストの高い突入電流
制限回路を設ける必要がなく、製造コストの低減及び小型化を図った上で突入電流の発生
を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下に、本技術接続ジャック及び電子機器を実施するための最良の形態を添付図面に従
って説明する。
【００３９】
　以下の説明にあっては、接続プラグが接続ジャックに接続されるときに接続プラグが接
続ジャックに挿入される方向を後方として前後上下左右の方向を示すものとする。尚、以
下に示す前後上下左右の方向は説明の便宜上のものであり、本技術の実施に関しては、こ
れらの方向に限定されることはない。
【００４０】
　［電源装置の概略構成］
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　先ず、接続ジャックに接続される接続プラグを有する電源装置１００について説明する
（図１及び図２参照）。
【００４１】
　電源装置１００は電源プラグ１０１とＡＣアダプター１０２と接続プラグ１０３を有し
ている（図１参照）。
【００４２】
　電源プラグ１０１は商用電源が供給されるプラグソケット２００に接続される。電源プ
ラグ１０１は第１の接続コード１０４を介してＡＣアダプター１０２に接続されている。
【００４３】
　ＡＣアダプター１０２はプラグソケット２００に接続された電源プラグ１０１から供給
される交流電流を直流電流に変換するアダプターである。
【００４４】
　接続プラグ１０３は第２の接続コード１０５を介してＡＣアダプター１０２に接続され
ている。接続プラグ１０３は絶縁材料によって形成された保持基体１０６と導電性材料に
よって形成された接続端子１０７とから成る（図２参照）。
【００４５】
　保持基体１０６はハウジング部１０８とハウジング部１０８から後方へ突出された保持
突部１０９とを有している。保持突部１０９は略円筒状に形成され、先端部（後端部）に
外方へ張り出されたフランジ部１０９ａを有している。
【００４６】
　接続端子１０７は後方に突出された中心端子１１０と中心端子１１０の外周側に配置さ
れた接地端子１１１とから成る。
【００４７】
　中心端子１１０は径の小さい略円筒状に形成され、中心軸が保持突部１０９の中心軸に
一致されている。中心端子１１０の中心孔は接続孔１１０ａとして形成されている。
【００４８】
　接地端子１１１は中心端子１１０より径の大きい円筒状に形成され、中心軸が中心端子
１１０の中心軸に一致されている。接地端子１１１は保持突部１０９におけるフランジ部
１０９ａを除く部分の外周側に外嵌状に配置されている。接地端子１１１の後端は中心端
子１１０の後端より後方に位置されている。
【００４９】
　［電子機器の概略構成］
　次に、接続ジャックが設けられた電子機器１について説明する（図１乃至図３参照）。
【００５０】
　電子機器１は筐体２の内外に所要の各部が配置されて成る（図１参照）。電子機器１は
、例えば、画像や音声の記録や再生を行う記録再生装置、音声の出力等を行う音響装置、
画像や映像の撮影等を行う撮像装置、各種の通信を行うネットワーク通信装置、パーソナ
ルコンピューターやＰＤＡ（Personal Digital Assistant）等の情報処理装置等である。
【００５１】
　筐体２の内部には図示しない電子回路が配置されている。電子回路は電子機器１の全体
の制御を司る回路であり、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等の所定の電子部品を有
している。
【００５２】
　筐体２には接続プラグ１０３が接続される接続ジャック３が取り付けられている。接続
ジャック３は絶縁性材料によって形成されたハウジング４とハウジング４に保持され導電
性材料によって形成された接続電極５とを有している（図３参照）。
【００５３】
　ハウジング４は内筒部６と外筒部７から成る。
【００５４】
　内筒部６は前後方向に延びる略円筒状に形成された中心部８と中心部８の外周面から半
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径方向において外側へ突出された押さえ部９とを有している。中心部８の中心孔は挿入配
置孔８ａとして形成されている。
【００５５】
　外筒部７は円筒状の外周部１０と外周部１０の後端部から内方へ張り出された内突部１
１と内突部１１の内側の端部から前方へ突出された内周部１２とから成る。外周部１０の
内周面と押さえ部９の外面との間には一定の隙間が形成され、内周部１２の内周面と中心
部８の外周面との間には円筒状の空間が形成されている。
【００５６】
　外筒部７の中心軸は中心部８の中心軸に一致されている。外筒部７の内周部１２の前側
の開口は接続プラグ１０３が挿入される挿入用開口１２ａとして形成されている。内周部
１２の前端は中心部８の前端より前方に位置されている。
【００５７】
　内筒部６の中心部８の外周側には検出用端子１３が配置されている。検出用端子１３は
中心部８の後端部の直ぐ外側に位置されており、接続ジャック３に対する接続プラグ１０
３の接続状態を検出する図示しない検出部に接続されている。
【００５８】
　接続電極５は中心電極１４と第１の接地電極１５と第２の接地電極１６とから成る。
【００５９】
　中心電極１４は内筒部６の中心部８に挿入されて配置された接続部１４ａと接続部１４
ａに対して折り曲げられ中心部８の外側に位置されたタブ部１４ｂとから成る。接続部１
４ａは中心軸が中心部８の中心軸に一致された状態で挿入配置孔８ａに配置されている。
【００６０】
　第１の接地電極１５は中心電極１４の接続部１４ａの外周側に配置され、外周部７の内
部に配置された内側配置部１７と内側配置部１７に連続され外周部１０の外側に位置され
たタブ部１８とから成る。
【００６１】
　内側配置部１７は第１の被取付部１７ａと第２の被取付部１７ｂと第１の傾斜部１７ｃ
と第２の傾斜部１７ｄと接点端子部１７ｅが順に連続して成る。
【００６２】
　第１の被取付部１７ａは前後方向に延び外周部１０の内周面に取り付けられている。第
２の被取付部１７ｂは第１の被取付部１７ａの前端部に連続され第１の被取付部１７ａに
対して９０°折り曲げられ、内突部１１の内面に取り付けられている。第１の傾斜部１７
ｃは第２の被取付部１７ｂの内側の端部に連続され後方へ行くに従って中心部８に近付く
方向に傾斜されている。第２の傾斜部１７ｄは第１の傾斜部１７ｃの後端部に連続され後
方へ行くに従って中心部８から離隔する方向に傾斜されている。接点端子部１７ｅは第２
の傾斜部１７ｄの後端部に連続され、接続プラグ１０３が接続ジャック３に接続されてい
ない状態において検出用端子１３に接続されている。第１の傾斜部１７ｃと第２の傾斜部
１７ｄの連続した部分は接点部１７ｆとして設けられている。
【００６３】
　第１の接地電極１５は第１の傾斜部１７ｃと第２の傾斜部１７ｄと接点端子部１７ｅが
他の部分に対して弾性変形可能とされ、弾性変形されることにより接点部１７ｆが中心部
８の外周面に離接する方向へ変位される。
【００６４】
　第２の接地電極１６は中心電極１４の接続部１４ａの外周側に配置され、外周部１０の
内部に配置された内側配置部１９と内側配置部１９に連続され外周部１０の外側に位置さ
れたタブ部２０とから成る。第２の接地電極１６は中心電極１４を挟んで第１の接地電極
１５の１８０°反対側に配置されている。
【００６５】
　内側配置部１９は第１の被取付部１９ａと第２の被取付部１９ｂと第１の傾斜部１９ｃ
と第２の傾斜部１９ｄと先端部１９ｅが順に連続して成る。
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【００６６】
　第１の被取付部１９ａは前後方向に延び外周部１０の内周面に取り付けられ、一部が外
周部１０の内周面と押さえ部９の外面との間に形成された隙間に挿入された状態で配置さ
れている。第２の被取付部１９ｂは第１の被取付部１９ａの前端部に連続され第１の被取
付部１９ａに対して９０°折り曲げられ、内突部１１の内面に取り付けられている。第１
の傾斜部１９ｃは第２の被取付部１９ｂの内側の端部に連続され後方へ行くに従って中心
部８に近付く方向に傾斜されている。第２の傾斜部１９ｄは第１の傾斜部１９ｃの後端部
に連続され後方へ行くに従って中心部８から離隔する方向に傾斜されている。先端部１９
ｅは前後に延び第２の傾斜部１９ｄの後端部に連続されている。第１の傾斜部１９ｃと第
２の傾斜部１９ｄの連続した部分は接点部１９ｆとして設けられている。
【００６７】
　第２の接地電極１６の接点部１９ｆは第１の接地電極１５の接点部１７ｆより前方に位
置されている。
【００６８】
　第２の接地電極１６は第１の傾斜部１９ｃと第２の傾斜部１９ｄと先端部１９ｅが他の
部分に対して弾性変形可能とされ、弾性変形されることにより接点部１９ｆが中心部８の
外周面に離接する方向へ変位される。
【００６９】
　電子機器１には接続ジャック３と電子回路の間に回路部２１が設けられている（図２参
照）。回路部２１はコンデンサー（平滑コンデンサー）２２と抵抗２３と保護素子２４を
有している。
【００７０】
　回路部２１は、第１の接続ライン２５が中心電極１４のタブ部１４ａに接続され、第２
の接続ライン２６が第１の接地電極１５のタブ部１８に接続され、第３の接続ライン２７
が第２の接地電極１６のタブ部２０に接続されている。第１の接続ライン２５と第２の接
続ライン２６は第４の接続ライン２８に接続され、第４の接続ライン２８上にはコンデン
サー２２が接続されている。第１の接続ライン２５と第２の接続ライン２６は電子回路に
接続され、第２の接続ライン２６は接地されている。
【００７１】
　抵抗２３と保護素子２４は第３の接続ライン２７上に順に直列に接続され、保護素子２
４が抵抗２３より第２の接地電極１６側に接続されている。第３の接続ライン２７は第２
の接続ライン２６に接続されている。
【００７２】
　［接続プラグの接続ジャックに対する接続動作］
　以下に、電源装置１００の電源プラグ１０１がプラグソケット２００に接続された状態
において、接続プラグ１０３が接続ジャック３に接続されるときの動作について説明する
（図４乃至図６参照）。
【００７３】
　先ず、接続プラグ１０３の接続端子１０７と保持突部１０９が接続ジャック３のハウジ
ング４に形成された挿入用開口１２ａから挿入され、保持突部１０９が外筒部７の内周部
１２の内側に挿入される（図４参照）。このとき中心端子１１０が内筒部６の中心部８に
形成された挿入配置孔８ａに挿入され、中心端子１１０が中心電極１４に接続される。
【００７４】
　さらに接続プラグ１０３が接続ジャック３に挿入されていくと、中心電極１４が中心端
子１１０の接続孔１１０ａに挿入されていき、保持突部１０９のフランジ部１０９ａが第
２の接地電極１６の第１の傾斜部１９ｃに摺動されて第１の傾斜部１９ｃ等が弾性変形さ
れ接地端子１１１が接点部１９ｆに接続される（図５参照）。接点部１９ｆは第２の接地
電極１６の弾性により接地端子１１１に押し付けられた状態で接続される。このときフラ
ンジ部１０９ａが第１の接地電極１５の第１の傾斜部１７ｃに摺動されて第１の傾斜部１
７ｃ等が弾性変形されるが、接地端子１１１は接点部１７ｆに接触されない。フランジ部
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１０９ａが第１の接地電極１５の第１の傾斜部１７ｃに摺動されて第１の傾斜部１７ｃ等
が弾性変形されると、接点端子部１７ｅの検出用端子１３に対する接続が解除され、接続
プラグ１０３が接続ジャック３の内部に挿入されたことが検出部によって検出される。
【００７５】
　接地端子１１１が第２の接地電極１６の接点部１９ｆに接続されると、コンデンサー２
２及び電子回路に電流が供給され、コンデンサー２２に対する充電が行われる。
【００７６】
　このときコンデンサー２２に対する充電は、第１の接続ライン２５と第３の接続ライン
２７を流れる電流によって行われる。従って、抵抗２３によって電流値が制限された状態
でコンデンサー２２に対して充電が行われる。
【００７７】
　引き続いて接続プラグ１０３が接続ジャック３に挿入されていくと、中心電極１４がさ
らに中心端子１１０の接続孔１１０ａに挿入されていき、接地端子１１１が第２の接地電
極１６の接点部１９ｆに摺動され、保持突部１０９のフランジ部１０９ａが第１の接地電
極１５の第１の傾斜部１７ｃに摺動されて第１の傾斜部１７ｃ等が弾性変形され接地端子
１１１が接点部１７ｆに接続される（図６参照）。接点部１７ｆは第１の接地電極１５の
弾性により接地端子１１１に押し付けられた状態で接続される。
【００７８】
　接地端子１１１が第１の接地電極１５の接点部１７ｆに接続されると、抵抗２３がバイ
パスされ、コンデンサー２２に対する充電が第１の接続ライン２５と第２の接続ライン２
６を流れる電流によって行われる。
【００７９】
　接地端子１１１が第１の接地電極１５の接点部１７ｆに接続された状態においては、接
続プラグ１０３の保持突部１０９の後面が内筒部６の押さえ部９に接触されており、接続
端子１０７及び保持突部１０９の接続ジャック３に対する挿入をこれ以上行うことができ
ず、接続プラグ１０３の接続ジャック３に対する接続が完了する。
【００８０】
　接続プラグ１０３の接続ジャック３に対する上記した接続動作において、接地端子１１
１が第２の接地電極１６の接点部１９ｆには接続されるが第１の接地電極１５の接点部１
７ｆには接続されない不完全な接続状態が生じる可能性がある（図５参照）。
【００８１】
　このような不完全な接続状態が生じた場合には、保護素子２４によって第３の接続ライ
ン２７への電流の過度の供給が検出されて第３の接続ライン２７が切断されて抵抗２３に
対する電流の供給が遮断される。従って、抵抗２３に対する電流の供給が抑制されて抵抗
２３における過度の発熱が防止される。
【００８２】
　尚、接続プラグ１０３の接続ジャック３に対する良好な接続が行われる状態においては
、接地端子１１１が第２の接地電極１６の接点部１９ｆに接続されてから第１の接地電極
１５の接点部１７ｆに接続されるまでの時間は極めて短時間であり、抵抗２３における発
熱量は極めて小さい。
【００８３】
　このように接続プラグ１０３の接続ジャック３に対する良好な接続が行われるときの抵
抗２３における発熱量は極めて小さく、また、不完全な接続状態が生じたときには保護素
子２４によって抵抗２３に対する電流の供給が遮断されて抵抗２３における過度の発熱が
防止される。
【００８４】
　従って、電子機器１にあっては、大きな発熱量に耐え得る大きな抵抗を用いる必要がな
く、小さな発熱量に耐え得ることが可能な抵抗２３を用いればよく、保護素子２４を配置
することにより小さな抵抗２３を用いることが可能になり、その分、電子機器１の製造コ
ストの低減を図ることができる。
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【００８５】
　［まとめ］
　以上に記載した通り、接続ジャック３は中心電極１４と第１の接地電極１５と第２の接
地電極１６を有し、接続プラグ１０３の接続時に接地端子１１１の第１の接地電極１５へ
の接続前に接地端子１１１の抵抗２３に接続された第２の接地電極１６への接続が行われ
る位置に第１の接地電極１５と第２の接地電極１６が配置されている。
【００８６】
　従って、抵抗の他にスイッチを有するような部品点数が多く製造コストの高い突入電流
制限回路を設ける必要がなく、製造コストの低減及び小型化を図った上で突入電流の発生
を防止することができる。
【００８７】
　また、突入電流の発生が防止されるためスパークが生じることがなく、スパーク音の発
生を防止することができる。
【００８８】
　さらに、第１の接地電極１５と第２の接地電極１６が弾性変形可能とされ、第１の接地
電極１５と第２の接地電極１６が接続プラグ１０３の接地端子１１１に対して弾性により
押し付けられた状態で接続されるため、接地端子１１１の第１の接地電極１５及び第２の
接地電極１６に対する良好な接続状態を確保することができる。
【００８９】
　さらにまた、第１の接地電極１５と第２の接地電極１６が中心電極１４を挟んで１８０
°反対側に配置されているため、接地端子１１１にその中心を挟んだ反対側から第１の接
地電極１５と第２の接地電極１６が接続され、接続プラグ１０３の接続ジャック３に対す
る接続状態の安定化を図ることができる。
【００９０】
　尚、接続プラグ１０３の接続ジャック３に対する接続時には、中心端子１１０の中心電
極１４への接続前に接地端子１１１の第２の接地電極１６への接続が行われるようにする
ことも可能である。
【００９１】
　しかしながら、上記したように、接続プラグ１０３の接続ジャック３に対する接続時に
、接地端子１１１の第２の接地電極１６への接続前に中心端子１１０の中心電極１４への
接続が行われるようにすることにより、中心端子１１０の中心電極１４への接続が行われ
た状態において、接地端子１１１の中心軸が中心電極１４の中心軸に一致され接続プラグ
１０３の接続ジャック３に対する半径方向における位置決めが行われる。
【００９２】
　従って、接地端子１１１の第２の接地電極１６への接続前に中心端子１１０の中心電極
１４への接続が行われるようにすることにより、接地端子１１１が第１の接地電極１５及
び第２の接地電極１６に接続されるときに接地端子１１１の中心軸が中心電極１４の中心
軸に対して半径方向へ位置ずれすることがなく、接地端子１１１の第１の接地電極１５及
び第２の接地電極１６に対する接続を確実に行うことができる。
【００９３】
　尚、上記には、接続ジャック３とは別に抵抗２３や保護素子２４を設けた例を示したが
、例えば、抵抗２３と保護素子２４を接続ジャック３の内部に設けることも可能である。
【００９４】
　［本技術］
　本技術は、以下のような構成にすることができる。
【００９５】
　（１）中心端子と前記中心端子の外周側に配置された接地端子とを有する接続プラグが
接続されると共に内部にコンデンサーが配置された電子機器に設けられ、絶縁性材料によ
って形成され前記接続プラグが挿入される挿入用開口が形成されたハウジングと、前記中
心端子が接続されると共に前記コンデンサーに接続された中心電極と、前記中心電極の外



(12) JP 2013-45527 A 2013.3.4

10

20

30

40

50

周側に配置され前記接地端子が接続されると共に前記コンデンサーに接続された第１の接
地電極と、前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に突入電流を
制限する抵抗に直列に接続され前記抵抗を経由して前記コンデンサーに接続された第２の
接地電極とを備え、前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第１の接地電極への接
続前に前記接地端子の前記第２の接地電極への接続が行われる位置に前記第１の接地電極
と前記第２の接地電極が配置された接続ジャック。
【００９６】
　（２）前記中心端子が前記中心電極に接続され前記接地端子が前記第１の接地電極に接
続されていない状態において前記第２の接地電極に接続されたときの前記抵抗における発
熱を抑制して前記抵抗を保護する保護素子が配置された前記（１）に記載の接続ジャック
。
【００９７】
　（３）前記第１の接地電極と前記第２の接地電極がそれぞれ弾性変形可能とされ、前記
第１の接地電極と前記第２の接地電極が前記接地端子に対して弾性により押し付けられた
状態で接続されるようにした前記（１）又は前記（２）に記載の接続ジャック。
【００９８】
　（４）前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が前記中心電極を挟んで１８０°反対
側に配置された前記（１）から前記（３）の何れかに記載の接続ジャック。
【００９９】
　（５）前記接続プラグの接続時に前記接地端子の前記第２の接地電極への接続前に前記
中心端子の前記中心電極への接続が行われる位置に前記第２の接地電極と前記中心電極が
配置された前記（１）から前記（４）の何れかに記載の接続ジャック。
【０１００】
　（６）内部にコンデンサー及び電子回路が配置された筐体と、中心端子と前記中心端子
の外周側に配置された接地端子とを有する接続プラグが接続される接続ジャックとを備え
、前記接続ジャックが、絶縁性材料によって形成され前記接続プラグが挿入される挿入孔
が形成されたハウジングと、前記中心端子が接続されると共に前記コンデンサーに接続さ
れた中心電極と、前記中心電極の外周側に配置され前記接地端子が接続されると共に前記
コンデンサーに接続された第１の接地電極と、前記中心電極の外周側に配置され前記接地
端子が接続されると共に突入電流を制限する抵抗に直列に接続され前記抵抗を経由して前
記コンデンサーに接続された第２の接地電極とを備え、前記接続プラグの接続時に前記接
地端子の前記第１の接地電極への接続前に前記接地端子の前記第２の接地電極への接続が
行われる位置に前記第１の接地電極と前記第２の接地電極が配置された電子機器。
【０１０１】
　上記した技術の最良の形態において示した各部の具体的な形状及び構造は、何れも本技
術を実施する際の具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによって本技術の技
術的範囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】図２乃至図６と共に本技術接続ジャック及び電子機器を示すものであり、本図は
、電子機器の一部と電源装置を示す斜視図である。
【図２】接続プラグと接続ジャックと回路部を一部を断面にして示す図である。
【図３】接続ジャックの拡大断面図である。
【図４】図５及び図６と共に接続プラグが接続ジャックに接続されるときの動作を示すも
のであり、本図は、中心端子が中心電極に接続された状態を一部を断面にして示す図であ
る。
【図５】接地端子が第２の接地電極に接続された状態を一部を断面にして示す図である。
【図６】接地端子が第１の接地電極に接続され接続プラグの接続ジャックに対する接続が
完了した状態を一部を断面にして示す図である。
【符号の説明】
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【０１０３】
　１０３…接続プラグ、１１０…中心端子、１１１…接地端子、１…電子機器、２…筐体
、３…接続ジャック、４…ハウジング、１２ａ…挿入用開口、１４…中心電極、１５…第
１の接地電極、１６…第２の接地電極、２２…コンデンサー、２３…抵抗、２４…保護素
子

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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